
53
豊橋市自然史博物館研報　Sci. Rep. Toyohashi Mus. Nat. Hist., No. 33, 53–56, 2023

2020 ～ 2022 年に渥美半島の太平洋沿岸へ漂着した

ハシボソミズナギドリについて

藤岡エリ子1）・藤岡純治1）

Records of the Short-tailed shearwater Puffinus tenuirostris (Temminck, 1836) drifted ashore 
of the coast facing Pacific Ocean of the Atsumi Peninsula, Aichi Prefecture, from 2020 to 2022

Eriko Fujioka1) and Junji Fujioka1) 

はじめに

　晩春から初夏にかけて，ミズナギドリ類が日本各地
の太平洋沿岸に漂着する現象が古くから知られてい
る（川口・丸茂，1964；黒田ほか，2009）．漂着する
ミズナギドリ類の大半を占めるのは，タスマニアを中
心とした南オーストラリアで繁殖し，非繁殖期は北上
してカムチャッカやアリューシャン列島にいたる渡り
鳥ハシボソミズナギドリ Puffinus tenuirostris (Temminck, 

1836) の生後半年の幼鳥である（丸山ほか，1986；Oka 

and Maruyama, 1986）．
　ハシボソミズナギドリは時として大量漂着するこ
とが知られており（杉森ほか，1976；田口・加藤，
1997；久保田，2006など），渥美半島の太平洋沿岸に

おいても，過去に何度かの大量漂着が確認されている
（東三河野鳥同好会，1979；真野・緒方，2010，2013，

2016；真野ほか，2019）．これらハシボソミズナギド
リの大量漂着に関する報告がある一方，同一地域での
ハシボソミズナギドリの漂着数を長期に渡って調査し
ている事例は，西三河野鳥の会の真野　徹氏が中心と
なり 2009年から実施されてきた渥美半島の太平洋沿
岸で行われているものが唯一である（真野，2009；真野・
緒方，2010，2011，2012，2013，2014，2015，2016；真
野ほか，2019）．
　この真野氏らが実施してきた渥美半島の太平洋沿岸
におけるハシボソミズナギドリの漂着数調査を，2020

年から筆者ら東三河野鳥同好会員が引き継いで実施す
ることとなった．本稿では，2020年から 2022年にか
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調査域．電子国土 web白地図を加工して作成．第 1 図．
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けて実施したその調査結果を報告する．
 

調査域と調査方法

　（1）調査域
　調査域は，静岡県湖西市新居町今切口から愛知県田
原市伊良湖町伊良湖岬にかけての太平洋側沿岸約 55 

kmである（第 1図）．

　（2）調査方法
　各年ともにミズナギドリ類が観察されるようになる
5月下旬に田原市赤羽根町の赤羽根海岸にて事前調査
を 1回実施した後，今切口から伊良湖岬にかけての本
調査を 2020年は 6月 4日から 6日にかけての 3日間，
2021年は 6月 9日から 12日までの 4日間，2022年は
6月 8日から 11日にかけての 4日間で実施した．
　調査では，見落としのないように複数人で汀線から
潮上帯に広がって海岸を踏査し，確認された全ての漂
着鳥の種類と数を記録した．また，漂着鳥が斃死体の
場合，ハシボソミズナギドリの斃死状態を“新鮮”，“や
や古い”，“腐敗”，“白骨・乾燥”の 4段階に区分した．
確認した個体の位置情報は，真野らの調査（真野ほか，
2019など）で使用されたガーミン社製の GPSで記録
した．一部はスマートフォン搭載のカメラアプリ（Free 

Camera v4.7）で斃死体の画像に経度と緯度を写し込ん
で撮影し記録した． 

　本調査は，以下の 16名で実施した．伊藤里美，稲
田浩三，荻野吉央，木村真悟，鈴木みよし，高橋章子，

林　晴美，藤岡エリ子，藤岡純治，牧野伸一，真野　
徹，山本正樹，米澤里美，渡辺美恵子，渡邊幸久，渡
會理恵（五十音順）．

結　果

　2020年から 2022年にかけての本調査で，合計 397

個体の漂着鳥が確認され（第 1表），全個体が斃死体
であった．
　【2020年】
　2020年の調査で確認された漂着鳥は 142個体で，そ
のうちミズナギドリ類はフルマカモメ Fulmarus glacia-
lis (Linnaeus, 1761)1個体，オオミズナギドリ Calonec-
tris leucomelas (Temminck,1836) 3個体，ハシボソミズナ
ギドリ 131個体の合計 135個体あった．ミズナギドリ
類以外の漂着鳥は 7個体で，種レベルまで同定できた
ものはなかった．ミズナギドリ類の個体数が漂着鳥数
全体に占める割合は 95％，漂着数が最多のハシボソミ
ズナギドリが漂着鳥数全体に占める割合は 92％であっ
た．また，ハシボソミズナギドリの個体数がミズナギ
ドリ類の漂着数に占める割合は 97％であった．漂着し
たハシボソミズナギドリは全て幼鳥で，それらの斃死
体の状態は“やや古い”1個体（1％）， “腐敗” 3個体
（2％），“白骨・乾燥”127個体（97％）であった（第 2図）．
油等で汚染していた個体，釣り針などが死因と推定さ
れる個体はなかった．
　【2021年】
　2021年の調査で確認された漂着鳥は 78個体で，そ
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2020年から 2022年の調査時に確認された漂着鳥の種類とその個体数．第 1 表．
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のうちミズナギドリ類はオオミズナギドリ 2個体，ハ
イイロミズナギドリ Puffinus griseus (Gmelin, 1789) 6個
体，ハシボソミズナギドリ 59個体の合計 67個体で
あった．ミズナギドリ類以外の漂着鳥は 11個体で，
種レベルまで同定できたのは，カンムリカイツブリ
Podiceps cristatus (Linnaeus, 1758) 2個体，ヒメウ Phala-
crocorax pelagicus Pallas, 1811 が 1個体であった．
　ミズナギドリ類の個体数が漂着鳥数全体に占める割
合は 86％で，漂着数が最多のハシボソミズナギドリ
が漂着鳥数全体に占める割合は 76％であった．また，
ハシボソミズナギドリの個体数が漂着ミズナギドリ類
数に占める割合は 88％であった．漂着したハシボソミ
ズナギドリは全て幼鳥で，それらの斃死体の状態は“腐
敗”3個体（5％），“白骨・乾燥”56個体 （95％）であっ
た（第 2図）．油等で汚染していた個体，釣り針など
が死因と推定される個体はなかった．
　【2022年】
　2022年の調査で確認された漂着鳥は 177個体で，そ
のうちミズナギドリ類はオオミズナギドリ 2個体，ハ
イイロミズナギドリ 27個体，ハシボソミズナギドリ
140個体，同定不能のミズナギドリ類 2個体の合計
171個体であった．ミズナギドリ類以外の漂着鳥は 6

個体で，種レベルまで同定できたのはチュウシャクシ
ギ Numenus phaeopus (Linnaeus, 1758) 1個体であった．
ミズナギドリ類の個体数が漂着鳥数全体に占める割合
は 97％で，漂着数が最多のハシボソミズナギドリが漂
着鳥数全体に占める割合は 79％であった．また，ハ
シボソミズナギドリの個体数が漂着ミズナギドリ類数

に占める割合は 82％であった．ハイイロミズナギド
リの漂着は 27個体で，漂着鳥数全体に占める割合が
15％であった．2022年のハイイロミズナギドリの割合
は，2009年から 2016年にかけてと 2019年から 2022

年の各 6月の調査期間で最も高い割合であった（真野，
2009；真野・緒方，2010，2011，2012，2013，2014，
2015，2016；真野ほか，2019）．漂着したハシボソミ
ズナギドリは，すべて幼鳥で，それらの斃死体の状態
は“新鮮” 15個体（11％），“やや古い”10個体 （7％），“腐
敗” 11個体（8％），“白骨・乾燥” 104個体（74％）であっ
た（第 2図）．油等で汚染していた個体，釣り針など
が死因と推定される個体はなかった．

考　察

　2009年から 2016年にかけてと 2019年の各 6月に真
野らにより実施された渥美半島太平洋沿岸での漂着鳥
調査において，ハシボソミズナギドリの大量漂着が確
認されたのは 2010年（2008個体），2013年（2443個
体），2016年（2010個体）で，その他の年のハシボソ
ミズナギドリの漂着数は 32～ 259個体である（真野，
2009；真野・緒方，2010，2011，2012，2013，2014，
2015，2016；真野ほか，2019）．2020年から 2022年に
かけてのハシボソミズナギドリの漂着数は，2020年
が 131個体，2021年が 59個体，2022年が 140個体で，
2010年，2013年，2016年に確認された様な大量漂着
は生じていない．
　ハシボソミズナギドリは，雛期の成長が不十分な個

斃死していたハシボソミズナギドリの状態．第 2 図．
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体が多い場合，巣立ち雛が長距離の渡り途中に力尽
き日本沿岸へ大量漂着することが知られている （岡ほ
か，1986）．2019年以降にハシボソミズナギドリの大
量漂着が確認されないのは，雛期に十分な餌が与えら
れたために生育が良く，巣立ち雛が長距離の渡りに成
功していることが原因かもしれない．
　一方，渥美半島周辺では，2017年 8月以降，沿岸
の海洋環境に影響を与える黒潮の大蛇行が続いており
（気象庁・海上保安庁，2022），この黒潮の大蛇行によ
りハシボソミズナギドリの飛翔ルートや斃死体の漂着
状況が変化したため，渥美半島の太平洋岸で大量漂着
が確認されなくなったのかもしれない．
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